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森林流域における化学物質の流出機構：観測とモデリング
Loading Processes of Chemical Matters in a Forested River Catchment : Observations
and Modeling
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河川水は生活に欠かせない貴重な水資源の一つであり,また,輸送速度が速いため、湖沼や地球の水収支に大きな影響
を与える。特に河川における化学物質の流出は河川の生態系に関係し,湖沼の富栄養化の原因にもなる。本研究では 2013
年における北海道の森林流域である生花苗（おいかまない）川流域（流域面積 62.47 km2）を対象とした。本流域におけ
る土地利用は 88.3 %が森林、10.6 %が農用地である。地質は主に新第三紀中新世の泥岩・砂岩であり、半分以上が純海
成層の生花苗層となっている。今回は河川水の水質分析から化学物質の濃度を求め、河川の流量,電気伝導度（EC）、流
域の気象情報の時系列データを得た。特に淡水に対する ECモニタリング技術は新しく、研究報告は多くない。今回は河
川水の ECと化学物質の濃度の相関関係から化学物質濃度及び化学物質負荷量の時系列データを得た。この時系列データ
に対しタンクモデルを適用し、河川への流出経路解析を行った。これによって森林流域における化学物質の流出機構を
議論する。
本研究では特に ECに影響の大きいと思われるMg2+, Ca2+, Na+, SO4

2−, HCO3
− について注目した。結果としてはタ

ンクモデル解析の結果、2013年は全体的に基底流出が 68.3％と卓越していることが分かった。また、イベント時には表
面流出が卓越した。HCO3

−の解析より、土壌水の地下への涵養が起こりやすいことが示唆された。また、高出水時には
河川による溶脱が大きく，河道侵食による効果が現れていることが示唆された。 SO4

2−の解析より、地下浅部の風化帯
での黄鉄鉱の酸化が示唆された。また細菌による有機物の腐食化や上流域での基岩の風化が起こっている可能性が示唆
された。Ca2+, Na+ , Mg2+ の解析より、土壌中では H+ とのイオン交換がよく起こることが示唆された。黄鉄鉱の酸化
による硫酸の生成が流域上部や地下の風化帯で起こっていることが示唆された。
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